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］

　桐生
新
町
の
天
王
祭
礼
は
由
緒
あ
る
祭
礼
で
、
市
神
は
桐
生
織
物
と
深
い
関
係
に
あ
る
。
御
旅
所
　
　
　
　
製
作
し
た
。
祭
日
は
徳
川
家
康
が
関
東
に
入
っ
た
際
に
絹
織
物
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
勝
利

は
当
番
町
の
天
満
宮
寄
り
に
安
置
す
る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
桐
生
新
町
で
は
明
治
三
十
年
代
ま
　
　
　
　
の
吉
例
に
な
っ
た
の
に
ち
な
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

で鉾
や
屋
台
を
引
き
回
し
て
い
た
が
、
電
灯
線
が
引
か
れ
渡
御
に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
中
止
　
　
　
　
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
行
い
、
具
体
的
な
祭
り
の
様
子
を
記
述
し
た
。
全

と
な
り
、
御
輿
も
現
在
廃
止
し
た
。
近
世
期
の
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
は
彦
部
信
有
「
桐
生
の
里
ぶ
り
」
に
　
　
　
国
各
地
で
伝
統
的
祭
礼
が
衰
退
し
、
代
わ
り
に
行
政
主
導
型
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
改
編
す
る

詳
し
い
が
、
現
在
、
そ
の
面
影
を
見
出
す
の
は
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
隣
接
す
る
在
郷
町
で
あ
る
大
　
　
　
動
向
が
あ
る
。
桐
生
市
や
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
は
そ
れ
ぞ
れ
高
度
経
済
成
長
期
に
大
き
な
変
化
が

間
々
町
の
天
王
祭
礼
で
そ
の
様
子
を
見
て
い
く
。
桐
生
新
町
の
御
輿
は
「
天
王
伝
右
衛
門
」
と
い
う
　
　
　
　
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
を
聞
き
書
き
と
地
元
紙
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
の
記
事
を

人
物
が
か
つ
て
掌
握
し
て
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
退
転
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
江
戸
の
　
　
　
利
用
し
て
変
化
を
探
っ
た
。

職
人

が
御
輿を
製
作
。
桐
生
新
町
の
御
輿
は
大
間
々
へ
回
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
大間
々
町
の
天
王
祭
礼
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
、
京
都
か
ら
八
坂
神
社
の
分
霊
を
市
神
と

し
て
勧
請
し
、
三
丁
目
大
泉
院
内
に
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
仮
御
輿
だ
っ
た
の
で
万
冶
元
年

二

六

五八
）
に
新
規
製
作
。
町
の
大
火
で
消
失
し
て
し
ま
い
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
新
規

3
5
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は
じ
め
に

　
き
り
ゅ
う
し
ん
ま
ち

　
桐
生
新
町
は
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
か
ら
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
に

か

け
て
幕
府
代
官
大
久
保
長
安
の
手
代
大
野
八
右
衛
門
が
荒
戸
村
に
創
設
し
た
在
郷

町
で
、
天
満
宮
を
起
点
に
町
立
て
を
行
っ
た
と
伝
え
る
。
天
満
宮
は
梅
原
天
神
と
も

呼
ば
れ
、
桐
生
新
町
の
総
鎮
守
的
な
性
格
を
持
つ
。
当
初
は
下
久
方
村
梅
原
に
鎮
座

し
て
い
た
が
町
立
て
に
際
し
遷
座
し
た
と
い
わ
れ
る
。
旧
暦
十
一
月
初
の
酉
か
ら
中

の

酉
ま
で
市
が
開
か
れ
て
お
り
、
こ
の
市
が
五
、
九
の
市
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　
町

の

成
立
当
初
は
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
慶
長
年
間
に
五
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
し
ゅ
く

丁

目
を
開
発
し
て
い
る
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
は
浄
運
寺
を
新
宿
か
ら
移

転
し
、
同
十
八
年
に
稲
荷
神
社
を
さ
い
か
ち
原
か
ら
遷
座
し
、
現
在
の
桐
生
市
街
地

の
基
盤
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
は
、
初
期
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

づ
く
り
以
来
の
町
内
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
天
王
祭
礼
は
、
こ
の

六

町
内
が
交
代
で
天
王
番
と
な
っ
て
祭
礼
を
執
行
し
て
き
た
由
緒
あ
る
祭
礼
で
、
御

旅
所

は
そ
の
町
内
の
一
番
上
、
す
な
わ
ち
天
満
宮
に
近
い
ほ
う
に
安
置
す
る
習
わ
し

で

あ
っ
た
。
ま
た
、
市
神
天
王
は
桐
生
の
織
物
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
本
稿
で

は
、
隣
接
す
る
在
郷
町
で
あ
る
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
と
比
較
し
な
が
ら

在
郷
町
桐
生
新
町
の
天
王
祭
礼
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

0
「桐
生
の
里
ぶ

り
」
に
み
る
天
王
祭
礼

　
桐
生
新
町
の
天
王
祭
礼
は
、
明
治
三
十
年
代
ま
で
鉾
や
屋
台
を
引
き
回
し
て
い
た

が
、
電
灯
線
が
引
か
れ
渡
御
に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
中
止
と
な
っ
た
。
御
輿

も
現
在
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
近
世
に
お
け
る
桐
生
新
町
の
天
王
祭

礼
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
残
さ
れ
た
断
片

的
な
近
世
史
料
に
は
生
き
生
き
と
し
た
祭
礼
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
が
、
幸
い
に
も

山
田
郡
広
沢
村
（
現
桐
生
市
広
沢
町
）
の
彦
部
信
有
が
著
し
た
「
桐
生
の
里
ぶ
り
」

に
、
天
王
祭
礼
の
に
ぎ
わ
い
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
信
有
は
天
保
三
年

（
一
八
三

二
）
に
六
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
当
時
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
次
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
さ
て
午
の
時
頃
に
天
王
の
神
輿
渡
し
奉
る
、
ま
つ
鉄
棒
を
両
側
に
引
、
次
に
大

　
　
な
る
幣
を
持
ち
、
其
跡
に
神
馬
を
そ
引
に
け
る
、
此
神
馬
を
引
も
の
は
、
二
丈

　
　
あ
ま
り
に
手
綱
を
つ
け
、
塗
笠
を
か
ぶ
り
、
白
き
ぢ
は
ん
に
紫
ち
り
め
ん
の
丸

　
　
く
け
し
め
、
同
じ
色
の
た
す
き
を
か
け
、
二
丁
余
り
人
馬
の
あ
と
、
左
り
右
り

　
　

に
立
な
ら
び
、
わ
り
竹
を
も
て
人
を
は
ら
い
、
一
丁
の
う
ち
四
五
十
間
馬
を
走

　
　
ら
せ
、
其
の
あ
と
に
万
ど
う
を
子
ど
も
も
た
せ
、
榊
を
わ
く
に
立
て
か
つ
ぎ
、

　
　
次

に
神
輿
白
は
り
を
着
て
か
き
奉
り
、
神
主
は
抱
の
装
束
し
て
馬
に
乗
御
供
す

　
　
れ

ば
、
又
町
う
ち
お
と
こ
お
み
な
子
ど
も
ま
で
、
お
も
い
お
も
い
に
御
供
す
、

　
　

ま
た
里
よ
り
く
る
人
も
、
ひ
と
つ
に
な
り
て
行
き
か
え
ば
、
大
路
に
す
き
ま
は

　
　
あ
ら
ざ
り
し
、
舞
台
は
町
ご
と
に
稽
古
場
て
う
あ
り
て
、
上
と
下
と
に
引
わ
か

　
　
れ
、
処
さ
だ
め
ず
狂
言
す
、
〔
桐
生
市
史
別
巻
編
集
委
員
会
一
九
七
一
　
九
八
九
〕

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
は
神
馬
が
出
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
桐
生
新
町
の
天
王

祭
礼
に
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
こ
ろ
ま
で
神
馬
を
走
ら
せ
て
い
た
が
、
馬
の

調
達
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
て
出
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
隣
接
の
大
間
々
町
で
は
戦
前
ま
で
神
馬
が
出
て
い
た
。
一
時
途
絶
え
た
が
数
年
前

に
復
活
し
て
い
る
。
馬
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
道
を
清
め
る
役
目
を
果
た
す
と
考
え
ら

れ

た
。
こ
の
神
馬
が
走
っ
た
後
、
き
れ
い
に
飾
り
立
て
た
山
車
が
出
る
。
子
ど
も
た

ち
が
牽
く
も
の
で
、
そ
の
あ
と
か
ら
町
内
の
万
灯
、
榊
、
神
輿
と
続
く
。
町
内
に
は

舞
台
が
設
け
ら
れ
、
狂
言
が
催
さ
れ
る
と
い
う
豪
華
さ
で
あ
る
。
こ
の
日
は
桐
生
は

も
ち
ろ
ん
近
隣
か
ら
も
大
勢
の
人
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
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②
市
神
の
御
輿
と
獅
子
頭

1
　
桐
生
新
町
の
御
輿

　
桐
生
新
町
に
お
け
る
市
神
の
創
設
は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
と
い
う
説
が
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
町
立
て
よ
り
も
古
く
な
っ
て
し
ま
い
、
時
期
的
な
整
合
性
が
み
ら

れ

な
い
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
市
神
の
祠
を
建
設
し
て
い
る
か
ら
、
も
ち
ろ

ん

そ
れ
以
前
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
市
神
の
所
在
地
は
本
町
三
丁
目

衆
生
院
の
本
堂
前
で
、
明
治
維
新
で
廃
寺
と
な
り
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

に
市
神
の
ほ
か
末
社
は
一
緒
に
美
和
神
社
へ
合
祀
さ
れ
た
。

　
御
輿
に
つ
い
て
「
岩
下
旧
記
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
［
史
料
⊥

　
　
正
徳
二
年
世
話
人
岩
下
三
郎
右
衛
門
な
ら
び
に
富
沢
町
、
か
ざ
り
屋
八
兵
衛
世

　
　
話
を
以
て
、
町
中
奉
加
い
た
し
今
の
御
輿
出
来
申
候
、
古
祭
は
天
王
伝
右
衛
門

　
　
と
い
う
者
支
配
致
し
、
伝
右
衛
門
諸
敷
退
転
に
及
、
夫
よ
り
衆
生
院
の
屋
根
に

　
　
御
輿
を
入
置
奉
候
、
今
の
御
輿
出
来
候
て
も
入
置
可
き
処
無
く
、
四
丁
目
伊
勢

　
　
屋
の
蔵
を
借
入
置
、
其
後
今
の
衆
生
院
寺
内
へ
元
文
三
年
戊
午
に
御
蔵
を
作
り

　
　
入
奉
也
（
中
略
）
大
間
々
村
の
市
な
ど
も
、
六
月
二
十
四
日
祭
礼
の
節
は
、
天

　
　
和
元
年
ま
で
は
当
方
よ
り
天
王
御
輿
を
二
十
三
日
の
晩
に
守
り
奉
り
、
翌
二
十

　
　
四

日
に
相
廻
し
、
直
ち
に
其
夜
当
方
へ
守
奉
り
、
二
十
五
日
の
当
地
祭
礼
を
相

　
　
廻
り
被
遊
候
〔
桐
生
市
史
別
巻
編
集
委
員
会
一
九
七
一
　
九
八
六
〕

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
「
天
王
伝
右
衛
門
」
な
る
人
物
が
天
王
祭
礼
を
掌
握
し

て

い

た
ら
し
い
が
、
天
王
伝
右
衛
門
が
何
ら
か
の
理
由
で
退
転
し
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
江
戸
富
沢
町
の
飾
り
職
人
八
兵
衛
が
御
輿
を
製
作

し
た
。
こ
の
史
料
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
天
王
伝
右
衛
門
の
退
転
を
契
機
と
し
て
、

御
輿
は
衆
生
院
の
屋
根
裏
に
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
天
王
伝
右
衛
門
の
時
代
に
は
、
桐
生
新
町
の
御
輿
は
大
間
々
へ
回
っ
て
い
た
。
天

和
元
年
（
一
六
八
一
）
ま
で
は
、
六
月
二
十
三
日
の
晩
に
御
輿
が
繰
り
出
さ
れ
、
翌

二
十
四
日
に
は
桐
生
新
町
へ
戻
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
二
十
五
日
に
は

桐
生
新
町
を
回
っ
た
の
で
あ
る
。

　
大

間
々
町
で
は
、
古
く
は
大
間
々
町
の
御
輿
を
桐
生
新
町
に
貸
し
て
い
た
と
い
う

逆
の
話
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
桐
生
新
町
の
御
輿
が
大
間
々
町
へ
貸
し
出
さ
れ
て
い
た

と
い
う
記
録
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
大
間
々
町
に
は
そ
れ
を
傍
証
す

る
史
料
は
存
在
し
な
い
。
桐
生
新
町
と
大
間
々
町
の
中
間
地
点
に
天
王
宿
と
い
う
地

名
が
あ
る
。
桐
生
新
町
か
ら
大
間
々
町
へ
御
輿
を
貸
し
出
し
て
い
た
時
代
、
途
中
に

天
王
御
輿
が
休
む
御
旅
所
が
あ
っ
た
か
ら
付
い
た
地
名
と
考
え
る
人
も
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
に
は
天
王
院
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
さ
ら
に
八
坂
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
御
旅
所
が
あ
っ
た
か
ら
付
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
と
単
純
に
判

断
で
き
な
い
。
天
王
宿
は
川
内
村
の
分
村
で
、
八
坂
神
社
は
本
村
の
ほ
う
を
向
い
て

建
て
ら
れ
て
い
た
。

　
次

に
「
市
神
」
に
つ
い
て
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
史
料
を
み
る
と
、

　
［
史
料
2
］

　
乍
恐

　
　
東
照
大
権
現
・
母
衣
輪
権
現
・
牛
頭
天
王

　
　
右
三

社

を
奉
唱
市
神
与
往
古
よ
り
毎
年
御
祭
礼
之
節
附
祭
り
二
子
供
踊
り
仕
候

　
　
（
「
書
上
家
文
書
」
A
六
六
三
）

と
あ
り
、
東
照
大
権
現
・
母
衣
輪
権
現
・
牛
頭
天
王
の
三
社
を
総
称
し
た
も
の
が
「
市

神
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

　
文
化
年
間
に
は
、
い
わ
ゆ
る
市
神
と
牛
頭
天
王
が
一
緒
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
る

と
分
か
り
や
す
い
。
市
神
は
天
王
御
輿
蔵
と
並
ん
で
三
丁
目
東
に
祀
ら
れ
て
い
た
。

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
「
天
正
遺
事
」
と
い
う
史
料
に
「
御
輿
倉
」
の
記
述
が

見
え
る
。
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［
史
料
3
］

　
　
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）

　
　
四

丁

目
村
田
蔵
へ
二
年
置
く
。
御
蔵
普
請
之
節
ハ
村
田
跡
伊
世
屋
蔵
江
安
置
す

　
　
例
な
り
（
中
略
）

　
　
元
文
三
年
六
月

　
　
牛
頭
天
王
御
輿
蔵
、
三
丁
目
衆
生
院
地
内
へ
造
立
。
金
子
太
郎
衛
・
木
村
重
右

　
　
衛

門
・
新
居
次
兵
衛
・
木
村
市
兵
衛
・
新
居
次
左
衛
門

　
正

徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
御
輿
が
完
成
し
て
か
ら
元
文
三
年
（
一
七
八
八
）
に

御
輿
蔵
が
三
丁
目
衆
生
院
地
内
に
建
設
さ
れ
る
ま
で
、
御
輿
は
村
田
蔵
へ
二
年
、
そ

し
て
そ
の
後
は
四
丁
目
伊
勢
屋
の
質
蔵
を
借
り
て
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
伊
勢

屋
の

質
蔵
に
神
様
を
入
れ
て
お
い
た
の
で
、
町
民
は
質
代
金
が
た
ま
る
だ
ろ
う
な
ど

と
悪
口
を
言
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
流
行
し
た
地
口
（
悪
口
歌
）
に
「
御
輿
の
身
請
け
、

天
狗
に
も
で
き
か
ね
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
天
狗
と
は
御
輿
製
作
に
奔
走
し
た
岩

下
三

郎
右
衛
門
の
こ
と
で
、
天
狗
の
よ
う
に
鼻
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

　
ち
な
み
に
伊
勢
屋
の
蔵
は
四
丁
目
の
塚
本
酒
店
の
上
に
当
た
る
場
所
に
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
御
輿
に
関
す
る
俗
信
と
し
て
御
輿
を
も
め
ば
そ
の
年
は
運
が
よ
い
、
あ

る
い
は
小
児
の
衣
類
を
身
に
つ
け
て
御
輿
を
も
め
ば
小
児
が
丈
夫
に
育
つ
と
伝
え
ら

れ
て

い

た
〔
粟
田
一
九
八
〇
八
七
〕
。

2

大
間
々
町
の
御
輿
と
獅
子
舞

　
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
（
祇
園
祭
り
）
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
一
月
八
日
、

京
都
か
ら
八
坂
神
社
の
分
霊
を
市
神
と
し
て
勧
請
し
、
三
丁
目
大
泉
院
内
に
祀
っ
た

の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
同
年
六
月
二
十
四
日
の
祭
礼
に
神
霊
の
渡
御
を
行
っ
た
〔
大

間
々
町
誌
編
さ
ん
室
一
九
九
六
　
八
〕
。
同
年
、
栃
木
県
皆
川
村
の
宮
大
工
に
依
頼
し

て

仮
御
輿
を
作
っ
た
。
万
冶
元
年
（
一
六
五
八
）
、
星
野
庄
左
衛
門
が
代
官
の
許
可

を
得
て
絹
市
を
開
き
以
来
繁
昌
し
た
。
こ
の
年
に
沼
田
の
材
木
商
細
内
彦
兵
衛
の
世

話
で
御
輿
を
新
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
細
内
は
商
用
で
江
戸
往
復
の
途
中
、
大
問
々

に
宿
泊
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
細
内
の
口
利
き
に
よ
っ
て
江
戸
の
宮
大
工

が
御
輿
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
作
ら
れ
た
御
輿
は
、
残
念
な
が
ら
た
び
重
な
る
大
間
々

の

大
火
で
焼
失
し
た
よ
う
で
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
御
輿
を
新
調
し
て
い
る
。

御
輿
の
修
復
時
、
御
輿
の
屋
根
裏
に
墨
書
銘
が
あ
っ
た
の
で
判
明
し
た
。
こ
れ
に
は

そ
の
ほ
か
御
輿
の
回
り
に
古
い
鏡
が
使
わ
れ
て
い
る
。
火
災
に
あ
っ
て
焼
失
を
免
れ

た
も
の
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
天
王
様
を
祀
る
八
坂
神
社
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
ま
で
現
在
の
三
区

公
民
館
あ
た
り
に
所
在
し
て
い
た
。
神
社
合
祀
の
際
に
神
明
宮
へ
合
祀
さ
れ
、
神
明

宮
境
内
へ
移
転
し
た
。
現
在
の
獅
子
頭
一
対
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
銘

が

あ
る
。
そ
の
年
に
大
間
々
町
が
町
号
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
祝
い
に
新
調
し

た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
毎
年
神
輿
と
共
に
全
町
を
一
巡
す
る
習
わ
し
と

な
っ
て
い
る
。
「
大
泉
院
日
記
」
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
六
月
二
十
四
日
の

条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
獅
子
頭
之
義
小
林
浅
右
衛
門
殿
出
府
之
節
、
町
内
一
統
世
話
人
中
頼
ミ
ニ
付
、

　
　
求
候
而
舟
つ
ミ
に
い
た
し
候
所
間
二
合
兼
迎
に
行
、
平
塚
川
岸
よ
り
伝
馬
舟
二

　
　
而
乗
下
し
、
栗
橋
迄
行
合
候
故
、
右
場
所
よ
り
揚
ケ
昨
二
十
三
日
足
利
町
泊
り

　
　

二
而
九
ツ

頃
着
、
但
し
右
獅
子
頭
当
年
新
規
二
求
候
事
故
、
当
番
三
丁
目
若
者

　
　
井
子
供
二
至
迄
き
や
り
相
習
候
所
、
昨
夜
迄
着
無
之
二
付
と
て
も
間
二
合
兼
候

　
　
半
与
存
、
昨
二
十
三
日
夜
中
桐
生
新
宿
之
獅
子
頭
借
り
来
り
候
所
、
御
神
輿
御

　
　
立
チ
前
二
至
り
着
候
故
皆
々
一
同
大
悦
ひ
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
小
林
浅
右
衛
門
に
購
入
を
依
頼
し
た
獅
子
頭
が
祭
り
の
前
日
に
届

か

ず
迎
え
に
行
っ
た
。
一
方
、
間
に
合
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い
か
ら
万
全
を
期
し
て

桐
生
新
宿
の
獅
子
頭
を
借
り
て
き
た
が
、
御
輿
の
御
立
ち
前
に
よ
う
や
く
獅
子
頭
が

間
に
合
っ
て
到
着
し
た
の
で
大
喜
び
を
し
た
と
い
う
〔
大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室
↓
九

九
六
　
一
二
〇
〕
。
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③
桐
生
新
町
の
天
王
祭
礼
と
屋
台

1
　
祭
礼
の
日
時

　
一
般
の
祇
園
祭
り
は
六
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
桐
生
新
町
の
場
合
は
少
し
日
程

が
ず
れ
て
い
る
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
「
村
鑑
帳
」
に
は
そ
の
理
由
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
［
史
料
4
］

　
　
市
神
母
衣
輪
権
現
之
社
御
神
事
、
毎
年
正
月
廿
三
日
、
織
女
之
社
、
毎
年
七
月

　
　
七

日
二
短
冊
を
捧
候
神
事
、
市
神
牛
頭
天
王
鶯
輿
入
土
蔵
御
社
御
神
事
之
節
、

　
　
御
旅
所
六
町
二
而
年
番
二
仕
、
当
候
町
二
而
抗
、
六
月
廿
一
日
二
御
輿
御
旅
所

　
　
江
御
鎮
座
被
遊
、
廿
五
日
二
御
帰
被
遊
候
、
御
祭
礼
ハ
六
町
思
々
二
致
、
屋
た

　
　
ひ

狂
言
仕
候
町
も
御
座
候
、
或
ハ
通
り
祭
り
仕
候
町
も
御
座
候
、
其
年
変
応
シ
、

　
　
先
年
よ
り
市
祭
り
致
来
候
、
六
月
廿
一
日
よ
り
廿
四
日
迄
相
勤
申
候
、
依
之
遠

　
　
近
よ
り
見
物
二
罷
出
賑
申
候
（
「
書
上
家
文
書
」
A
六
九
七
）

　
こ
の
記
録
内
容
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
「
桐
生
新
町
書
上
帳
」
と
ほ
ぼ
同

じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
日
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
母

衣
輪
権
現
（
ほ
ろ
わ
ご
ん
げ
ん
）
の
祭
日
は
一
月
二
十
三
日
、
織
女
社
（
し
ょ
く
じ
ょ
）

の

祭
日
は
七
月
七
日
、
牛
頭
天
王
（
ご
ず
て
ん
の
う
）
の
祭
日
は
六
月
二
十
一
日
か

ら
六
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た
。
御
旅
所
の
設
営
は
六
町
が
年
番
で
務
め
て
お
り
、
六

月
二
十
一
日
に
市
神
の
御
輿
は
御
旅
所
へ
出
て
、
二
十
五
日
に
は
帰
る
と
い
う
。

　
祭
礼
は

「六
町
思
々
二
致
、
屋
た
ひ
狂
言
仕
候
町
も
御
座
候
、
或
ハ
通
り
祭
り
仕

候
町
も
御
座
候
、
其
年
変
応
シ
」
て
執
り
行
わ
れ
て
き
た
が
、
「
先
年
よ
り
市
祭
り

致
来
候
、
六
月
廿
一
日
よ
り
廿
四
日
迄
相
勤
申
候
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
直
接
に
説
明
し
た
文
書
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

の

文
書
で
二
通
あ
り
、
微
妙
に
違
う
の
で
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。

　
［
史
料
5
］

　
　
桐
生
新
町
之
儀
、
桐
生
領
壱
万
三
千
石
之
親
郷
に
て
、
天
正
十
八
年
関
東
　
御

　
　
入

国
之
醐
よ
り
御
旛
絹
奉
献
上
、
　
御
勝
利
之
御
吉
例
二
相
成
、
慶
長
五
年

　
　
厩
橋
御
城
主
平
岩
七
之
助
様
よ
り
被
仰
渡
、
桐
生
領
五
拾
四
ケ
村
に
て
御
旛
絹

　
　
毎
年
弐
千
四
百
拾
疋
宛
献
上
被
仰
付
候
、
以
来
右
之
通
御
旛
絹
為
冥
加
年
々
献

　
　
上
仕
来
候
処
、
明
暦
年
中
御
代
官
諸
星
庄
兵
衛
様
御
支
配
之
節
よ
り
代
金
納
二

　
　
被
仰
付
、
同
年
六
月
廿
三
日
、
右
　
御
旛
絹
代
始
而
金
納
仕
、
依
之
其
節
よ
り

　
　
六

月
廿
三
日
を
牛
頭
天
王
祭
礼
与
相
定
（
書
上
家
文
書
A
六
六
三
①
、
文
化
四

　
　
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
）

　
［
史
料
6
］

　
　
明
暦
年
中
、
御
代
官
諸
星
庄
兵
衛
様
御
支
配
之
節
被
仰
出
候
者
、
御
旛
絹
致
献

　
　
上
候
以

来
絹
捌
方
宣
敷
、
当
所
繁
昌
成
儀
偏
二
御
恩
徳
二
候
得
者
、
先
年
初
而

　
　
御
旛
絹
致
献
上
候
日
を
祭
日
と
相
定
、
当
所
産
業
永
々
繁
昌
五
穀
成
就
之
た
め
、

　
　
祭
礼
可
仕
旨
厚
キ
思
召
を
以
被
仰
付
候
、
但
し
先
年
六
月
廿
三
日
初
日
、
御
旛

　
　
絹
献
上
仕
候
故
其
日
を
祭
日
と
相
定
、
右
市
神
三
社
御
祭
礼
執
行
申
候
（
書
上

　
　
家
文
書
A
六
六
三
②
、
文
化
四
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
）

　

こ
の
二
つ
の
文
書
は
、
記
述
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
［
史
料
5
］
に
は
「
天

正

十
入
年
関
東
　
御
入
国
之
岡
よ
り
　
御
旛
絹
奉
献
上
、
　
御
勝
利
之
御
吉
例
二
相

成
（
中
略
）
御
旛
絹
代
始
而
金
納
仕
、
依
之
其
節
よ
り
六
月
廿
三
日
を
牛
頭
天
王
祭

礼
与
相
定
」
、
ま
た
［
史
料
6
］
に
は
「
御
旛
絹
献
上
仕
候
故
其
日
を
祭
日
と
相
定
」

と
あ
り
、
祭
り
の
由
緒
を
徳
川
家
康
へ
「
御
旛
絹
」
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

勝
利
の
吉
例
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
期
日
が
確
定
し
て
く
る
の
は
金
納
に

切

り
替
え
た
日
と
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
～
一
六
五
八
）

で
あ
る
。

2
　
祭
礼
の
日
程

祭
礼
の
日
程
を
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
「
天
王
丁
仕
方
書
」
で
見
る
と
次
の
よ
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う
で
あ
る
。

　
［
史
料
7
］

　
　
五
月
十
日
以
前
　
町
内
一
統
評
議
、
役
前
内
う
か
が
い
、
其
上
他
町
廻
り

　
　
六

月
一
日
　
　
大
評
議
、
役
割
致
し
、
札
配
申
可
し

　
　
（
神
馬
の
予
約
・
飾
り
の
用
意
・
大
団
扇
・
提
灯
高
張
・
鳶
に
半
天
眺
え
・
諸

　
　
帳
面

用
意
・
榊
の
準
備
・
山
車
・
万
灯
の
用
意
・
油
紙
・
奏
銭
大
桶
の
用
意
）

　
　
六
月
十
八
日
　
　
幟
立
て

　
　
六
月
十
九
日
　
　
御
旅
所
取
立

　
　
六

月
二
十
日
　
　
化
粧
場
取
極
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
大
供
餅

　
　
六
月
二
十
一
日
　
御
輿
請
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
々
大
方
御
迎
に
出
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
陣
屋
よ
り
御
紋
付
御
幕
、
高
張
提
灯
借
用
、
散
銭
箱
持
え

　
　
六

月
二
十
三
日
　
山
車
神
馬
等
の
人
足
集
め

　
　
　
　
　
八

ツ
時
　
渡
御
、
御
陣
屋
、
町
役
人
、
百
姓
代
、
町
火
消
、
大
宮
司
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
達

　
　
六

月
二
十
四
日
　
千
秋
楽
、
役
元
へ
届
け

　
　
六

月
二
十
五
日
　
御
輿
遷
宮
御
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
司
礼
、
御
備
配
、
御
陣
屋
、
名
主
、
年
寄
、
組
頭
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
火
消
へ
〔
粟
田
一
九
八
〇
〕

　

こ
の
祭
礼
に
呼
応
し
て
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
「
書
上
家
文
書
」
に
よ

る
と
、
奉
公
人
の
休
日
が
、
六
月
二
十
一
日
昼
こ
ろ
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
半

で
あ
っ
た
（
文
政
十
三
年
「
書
上
家
文
書
」
『
群
馬
県
史
資
料
編
』
一
五
巻
、
五
八
〇
）
。

祭
り
を
見
物
す
る
人
々
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

3
　
付
け
祭
り
と
し
て
の
屋
台

　
桐
生
新
町
四
丁
目
の
屋
台
は
磯
部
庄
七
が
設
計
し
た
。
そ
の
た
め
に
祭
礼
の
終
了

日
に
は
浄
運
寺
境
内
に
あ
る
磯
部
家
の
墓
に
詣
で
る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
桐
生

新
町
で
は
、
祭
り
間
近
に
な
る
と
町
役
人
が
見
回
っ
て
、
屋
台
を
運
行
す
る
際
に
邪

魔

な
庇
を
取
り
払
わ
せ
て
い
た
。
併
せ
て
屋
台
通
行
に
伴
う
庇
の
撤
去
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
屋
台
に
関
わ
る
事
件
簿
の
一
部
を
一
覧
し
て
み
る
。

　
　
●

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
　
領
主
忌
中
の
た
め
中
止
。

　
　
●
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
　
雷
雨
で
屋
台
立
ち
往
生

　
　
●
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
　
幟
新
調
。
名
主
に
よ
る
屋
台
手
踊
り
許
可
運
動
。

●

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
　
屋
台
引
き
下
げ
一
件
、
庇
一
件
、
人
足
代
一
件

こ
の
年
は
事
件
が
多
か
っ
た
。
〔
木
本
　
一
九
七
〇
　
二
二
四
～
二
二
七
〕

●
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
天
王
祭
礼
延
期

「但
廿
三
日
は
天
王
宮
御
幸
無
之
尤
大
水
二
付
道
甚
だ
あ
し
く
、
誠
廿
二
日
の

夜
宮
も
相
止
メ
位
の
事
故
、
廿
四
日
二
天
王
様
御
幸
也
、
桐
生
始
め
し
よ
り
此

日
延
ル
始
め
て
也
」
〔
粟
田
一
九
八
〇
〕

●
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
屋
台
潰
れ
一
件

「六
月
廿
四
日
祭
礼
、
夜
入
山
前
工
四
丁
目
屋
台
上
よ
り
下
り
車
め
り
込
た
お

れ
み

ち
ん
に
相
成
り
候
、
扱
々
気
の
毒
也
、
当
町
の
珍
事
に
し
て
夜
明
方
に
取

片
付
け
に
相
成
候
」
〔
粟
田
一
九
八
9

④
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼

1
　
天
王
祭
礼
の
様
子

　
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
は
「
オ
ギ
ョ
ン
」
の
通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
天

王
祭
礼

は
世
良
田
祇
園
（
新
田
郡
尾
島
町
）
や
沼
田
祇
園
（
沼
田
市
）
と
並
び
称
さ

れ
、
昔
か
ら
近
郷
近
在
に
知
ら
れ
た
祭
礼
で
あ
っ
た
。
祭
り
が
行
わ
れ
る
時
期
は
三

日
間
の
う
ち
一
日
は
必
ず
雨
に
な
る
と
伝
承
さ
れ
る
。

　
祭
り
の
具
体
的
内
容
を
見
て
い
く
。
ま
ず
祭
り
に
先
立
っ
て
本
町
通
り
を
大
榊
で
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清
め
る
。
榊
は
毎
年
鳶
の
頭
が
調
達
し
て
い
た
が
、
後
に
は
神
社
の
境
内
か
ら
根
っ

子
ご

と
掘
り
出
し
て
木
箱
に
入
れ
て
四
人
で
担
い
だ
。
大
榊
が
回
っ
た
後
、
神
馬
が

全
町
を
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
神
馬
は
鹿
毛
の
馬
に
限
ら
れ
て
い

た
。
近
年
復
活
し
た
神
馬
は
で
き
る
だ
け
伝
統
に
の
っ
と
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い

う
。
『
大
泉
院
日
記
』
に
は
「
か
け
馬
」
な
ど
の
記
事
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
六
月
二
十
三
日
の
記
事
に
「
か
け
馬
を
先
江
乗
り
候
」
な

ど
の
文
字
が
見
え
る
〔
大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室
　
一
九
九
六
　
三
四
七
〕
。
嘉
永
元
年

（
一
八
四

八
）
六
月
二
十
三
日
に
は
「
か
け
馬
も
暮
方
二
至
り
有
」
、
同
二
十
五
日
に

「か
け
馬
六
丁
目
に
有
」
〔
大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室
一
九
九
六
　
三
六
二
〕
と
あ
る
。

　
ま
た
、
天
王
様
を
祀
る
当
番
町
内
は
当
番
町
あ
る
い
は
天
王
町
と
呼
ば
れ
、
祭
り

に
先
立
っ
て
仮
宮
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
祭
礼
は
六
月
二
十
四

日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た
が
、
天
王
町
が
六
月
十
四
日
に
仮
殿
を
設
け
、
そ
こ
へ
御

輿
を
出
し
た
。
た
と
え
ば
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
六
月
十
四
日
の
項
に
「
十
四
日
、

晴
天
、
例
年
之
通
り
、
天
王
宮
御
旅
所
江
御
出
、
八
ツ
頃
よ
り
雨
ふ
る
、
七
ツ
頃
大

雷
鳴
後
晴
れ
る
」
〔
大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室
一
九
九
六
四
二
〕
と
あ
り
、
文
政
七
年

（
一
八
二

四
）
の
記
事
に
は
「
十
四
日
、
神
輿
、
六
丁
目
仮
殿
江
御
出
」
と
記
さ
れ

て

い
る
〔
大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室
一
九
九
六
　
八
三
〕
。

　
戦
前
は
、
上
三
町
と
下
三
町
が
交
互
に
天
王
町
を
し
た
。
祭
日
が
八
月
一
日
に
な
っ

て

か

ら
は
、
仮
宮
は
七
月
二
十
日
に
天
王
町
へ
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
を
お
仮
屋
掛
け

と
呼
ん
だ
。
天
王
町
か
ら
人
足
が
出
て
、
仮
屋
材
料
を
準
備
す
る
が
、
お
仮
屋
は
町

内
境
の
路
上
に
立
て
る
の
が
古
式
で
あ
り
、
仮
宮
の
参
道
に
は
渡
良
瀬
川
か
ら
採
っ

て

き
た
川
砂
を
敷
い
た
。

　
そ
し
て
天
王
町
が
神
明
宮
の
御
輿
庫
か
ら
天
王
様
を
仮
宮
へ
移
し
た
。
二
十
二
日

の
朝
は
宮
出
し
と
い
っ
て
、
天
王
様
を
仮
宮
へ
移
す
儀
式
が
あ
る
。
町
民
は
祭
り
当

日
に
必
ず
仮
宮
へ
お
参
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
王
町
で
は
、
仮
宮
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
の
で
例
年
よ
り
も
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。

2
　
祭
り
の
担
い
手

　
祭
り
の
主
体
は
常
務
員
で
世
話
役
と
も
呼
ば
れ
る
。
任
期
は
一
年
で
あ
る
が
、
常

務
員
の
成
り
手
を
さ
が
す
の
は
大
変
だ
っ
た
。
五
丁
目
で
は
、
常
務
員
は
祭
り
専
門

の

役
員
四
人
で
構
成
さ
れ
、
祇
園
祭
り
全
体
の
責
任
を
持
た
さ
れ
た
。
寄
付
集
め
、

町
内
の
区
費
の
管
理
も
し
た
り
、
祭
り
に
関
わ
る
期
間
が
長
す
ぎ
て
敬
遠
さ
れ
が
ち

で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
四
丁
目
と
五
丁
目
は
、
こ
の
常
務
員
制
度
を
廃
止
し
た
。

天
王
町
の
常
務
員
に
な
る
と
、
祇
園
祭
り
で
喧
嘩
騒
ぎ
が
あ
る
と
仲
裁
が
で
き
る
力

量
が
求
め

ら
れ
る
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
ガ
イ
コ
ウ
（
外
交
）
と
呼
ば
れ
る
役
割
も
あ
っ
た
。
ガ
イ
コ
ウ
に
は
町
内

の

若
い
衆
が
選
ば
れ
た
。
若
い
衆
は
、
祇
園
祭
り
の
実
際
的
な
主
役
で
あ
る
。
祭
り

の

二

日
目
に
塩
振
り
が
あ
る
が
、
こ
の
と
き
に
味
噌
こ
し
の
籠
を
持
っ
て
本
通
り
に

出
て
い
る
人
々
か
ら
費
銭
を
集
め
る
係
も
若
い
衆
が
担
当
し
た
。
ま
た
、
芝
居
小
屋

の
設
営
や
片
付
け
な
ど
も
若
い
衆
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
よ
そ
の
町
内
の
山
車
が
そ
の

町
内
を
通
過
す
る
と
き
は
若
い
衆
へ
あ
い
さ
つ
が
あ
る
。

　
町
内
に
い
る
鳶
の
カ
シ
ラ
が
山
車
の
組
み
立
て
を
し
て
く
れ
た
。
カ
シ
ラ
が
い
な

く
て
は
成
り
立
た
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
カ
シ
ラ
は
祇
園
祭
り
行
事
全

体
に
関
わ
る
。
町
内
お
揃
い
の
派
手
な
浴
衣
を
作
る
が
、
浴
衣
は
毎
年
変
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
カ
シ
ラ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
に
住
み
、
祭
り
は
も
ち
ろ
ん
町
内
の
諸
行

事
に
い
ろ
い
ろ
と
通
知
を
回
し
た
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
カ
シ
ラ
は
八
坂
神
社

の
総

町
寄
合
の
通
知
を
出
し
、
接
待
用
の
お
茶
や
菓
子
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
予
算

書
、
稚
児
の
仕
度
の
見
本
、
常
務
員
の
花
笠
・
胸
章
の
見
本
も
用
意
し
た
。
十
五
日

の

会
議
で
は
カ
シ
ラ
は
各
町
内
に
御
神
灯
の
あ
る
場
所
、
仮
屋
前
の
長
提
灯
を
用
意

し
て
お
く
。
仮
屋
の
設
営
は
も
ち
ろ
ん
、
神
輿
を
神
明
宮
か
ら
出
し
て
設
置
し
、
果

物
な
ど
を
供
え
て
お
く
の
も
カ
シ
ラ
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
神
主
に
切
っ
て
も
ら
う
幣

束
用
の
酉
内
紙
、
半
紙
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。
二
十
三
日
の
朝
か
ら
神
主
が
く
る

の

で

カ
シ
ラ
は
戸
締
ま
り
提
灯
の
出
し
入
れ
を
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
段
取
り
の
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ほ
と
ん
ど
を
カ
シ
ラ
が
担
当
し
た
。

　
祇

園
祭
り
の
第
一
日
目
は
、
天
王
町
の
山
車
に
獅
子
頭
を
載
せ
て
仮
宮
の
前
で
有

志
が
神
事
に
立
ち
会
っ
た
。
神
主
に
よ
る
神
事
が
ひ
と
通
り
終
わ
る
と
、
天
王
町
の

祭
典
委
員
と
常
務
員
は
、
各
町
内
の
祭
典
委
員
た
ち
と
常
務
員
た
ち
を
集
め
て
料
亭

で
宴
会
を
催
し
た
。
こ
れ
を
「
総
町
つ
き
あ
い
」
と
呼
ん
だ
。
カ
シ
ラ
は
、
町
名
の

入
っ
た
提
灯
を
持
ち
露
払
い
を
し
て
各
町
の
祭
典
委
員
と
常
務
員
を
送
る
。
祭
典
委

員
と
常
務
員
は
盛
装
し
て
料
亭
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
総
町
つ
き
あ
い
の
宴
会
が
首
尾

よ
く
い
け
ば
二
日
目
の
神
輿
渡
御
も
う
ま
く
い
く
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ

の
総
町
つ
き
あ
い
の
宴
会
は
天
王
町
の
役
員
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
緊
張
し
た
も
の
に

な
る
。

　
祇
園
祭
り
は
、
天
王
町
あ
る
い
は
当
番
町
と
呼
ば
れ
る
町
内
が
中
心
に
な
っ
て
祭

り
を
執
行
す
る
。
天
王
町
に
は
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
の
六
町
が
交
替
で
務
め
た
。

一
丁

目
か
ら
三
丁
目
ま
で
を
上
三
町
、
四
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
を
下
三
町
と
呼
ん

だ
。
上
と
下
か
ら
交
互
に
な
る
よ
う
に
天
王
町
を
務
め
て
き
た
。
上
三
町
と
下
三
町

は
祭
り
に
な
る
と
ど
う
い
う
訳
か
、
あ
ま
り
仲
が
良
く
な
か
っ
た
。
な
お
、
七
丁
目

は
ワ
リ
ダ
シ
（
割
り
出
し
）
と
呼
ば
れ
、
祇
園
祭
り
の
圏
外
に
置
か
れ
、
天
王
町
を

引
き
受
け
る
資
格
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、
昭
和
十
九
年
七
月

一
日
、
神
明
宮
の
総
町
寄
合
の
席
上
、
七
丁
目
が
初
め
て
天
王
町
を
務
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
戦
争
の
影
響
で
、
実
際
に
天
王
町
と
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九

四

六
）
夏
で
あ
っ
た
。
な
お
、
大
正
期
の
オ
ギ
ョ
ン
は
近
在
の
人
々
を
喜
ば
せ
る
た

め

の

お
礼
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
掛
け
小
屋
を
や
り
、
来
る
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
つ
た
。

当
時
は
た
く
さ
ん
の
人
が
足
尾
線
沿
線
か
ら
や
っ
て
き
た
。
大
正
期
に
は
桐
生
よ
り

も
に
ぎ
や
か
な
祇
園
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

町
内
に
山
車
が
あ
り
屋
台
と
も
呼
ば
れ
た
。
祭
り
の
最
終
日
で
あ
る
三
日
目
に
な

る
と
、
天
王
町
が
各
町
内
に
対
し
て
祭
り
に
協
力
し
て
く
れ
た
お
礼
に
山
車
を
引
い

て

歩
い
た
。
こ
れ
を
「
お
礼
参
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
と
き
に
若
い
衆
が
そ
の

天
王
町

を
気
に
入
ら
な
い
と
き
は
通
行
止
め
な
ど
の
意
地
悪
を
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

し
か
た
な
く
裏
通
り
を
通
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
屋
台

転
覆
事
件
は
犯
人
を
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
大
間
々
町
長
は
天
狗
の
仕
業
で
あ
ろ

う
と
い
う
粋
な
計
ら
い
で
決
着
さ
せ
た
〔
萩
原
一
九
九
二
　
二
一
二
～
一
二
八
〕
。

⑤
伝
統
的
祭
礼
か
ら
イ
ベ
ン
ト
的
祭
り
へ

1

祭
り
の
変
化
は
道
路
規
制
か
ら

　
全
国
各
地
で
伝
統
的
祭
礼
か
ら
戦
後
の
行
政
が
主
導
す
る
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し

て

の

祭
り
の
動
き
が
あ
る
が
、
桐
生
市
や
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
も
大
き
な
変
化
が

見

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
大
間
々
町
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
く
。

　
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
（
祇
園
祭
り
）
は
、
①
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
七

丁

目
の
ワ
リ
ダ
シ
が
天
王
町
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
時
期
、
②
戦
後
の
混
乱
期
、
③

大

間
々
祭
り
と
一
体
化
す
る
時
期
、
の
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
は
、
③
の
大
間
々
祭
り
と
一
体
化
す
る
時
期
を
地
元
紙
『
東
毛
タ
イ
ム

ス
』
の
記
事
を
デ
ー
タ
と
し
て
見
て
い
く
。

　
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
祇
園
祭
り
は
、
祭
典
当
番
が
一
丁
目
で
あ
っ
た
。

全
町
あ
げ
て
の
新
趣
向
の
花
山
車
、
芝
居
、
の
ど
自
慢
、
稚
児
行
列
、
仮
装
行
列
、

花
火
大
会
な
ど
多
彩
な
催
し
で
あ
っ
た
。
商
店
街
で
は
福
引
き
を
実
施
し
、
特
賞
は

水
上
温
泉
招
待
で
あ
っ
た
。
上
毛
電
鉄
は
電
車
と
自
動
車
、
足
尾
線
は
臨
時
の
汽
車

を
増
発
し
た
。
各
町
内
の
出
し
物
は
、
一
丁
目
は
芝
居
（
上
田
敏
子
一
座
）
、
二
丁

目
は
素
人
の
ど
自
慢
大
会
、
三
丁
目
は
芝
居
（
梅
沢
清
一
座
）
、
四
丁
目
は
芝
居
（
中

村
洋
次
郎
一
座
）
、
五
丁
目
は
芝
居
（
赤
石
須
磨
子
一
座
）
、
六
丁
目
は
芝
居
（
高
浜

守
義
一
座
）
、
七
丁
目
は
素
人
の
ど
自
慢
大
会
で
あ
っ
た
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
三

三
号
、
一
九
五
三
年
八
月
一
日
付
）
。

　

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
本
町
の
道
路
規
制
が
始
ま
っ
た
。
大
間
々
警
察

署
は
交
通
事
情
か
ら
国
道
上
の
使
用
は
好
ま
し
く
な
い
と
自
粛
の
要
望
を
出
し
た
。
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道
路
の
公
共
性
と
い
う
立
場
か
ら
一
時
間
一
三
〇
〇
台
以
上
の
自
動
車
が
通
る
大
通

り
の
実
状
に
よ
り
、
祭
り
の
自
粛
が
強
く
要
望
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
舞
台
設
置
余
興

を
取
り
や
め
た
の
で
あ
る
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
四
年
六
月
二
十
八
日
付
）
。

翌

年
も
同
様
の
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
正
午
か
ら
午
後
十
時
ま
で
は
大
通
り
を
全
面

通
行
止
め
と
し
、
さ
ら
に
山
車
、
仮
設
舞
台
、
出
店
な
ど
は
す
べ
て
大
通
り
東
側
に

設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
舞
台
は
南
向
き
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
『
東
毛
タ

イ
ム
ス
』
］
九
六
五
年
入
月
一
日
付
）
。

　
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
の
当
番
町
は
四
丁
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
仮
設

舞
台
、
露
店
は
大
通
り
の
西
側
に
出
す
こ
と
が
大
間
々
警
察
署
の
指
導
で
決
め
ら
れ

た
。
二
丁
目
が
八
木
節
大
会
、
四
丁
目
が
素
人
の
ど
自
慢
大
会
、
五
丁
目
は
エ
レ
キ

ハ

ワ
イ
ア
ン
大
会
な
ど
が
催
さ
れ
た
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
六
年
七
月
十
七
日

付
）
。
昭
和
四
十
二
年
も
国
道
上
の
使
用
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
警

察
署
が
道
路
の
自
粛
制
限
を
提
案
し
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
通
行
量
は
一
時
間
四
〇
〇

〇

台

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
警
察
は
大
通
り
の
舞
台
設
置
及
び
露
店
禁
止
を

打
ち
出
し
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
舞
台
が
設
置
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の

年
の
出
し
物
は
一
区
は
奇
術
・
漫
才
・
歌
謡
曲
大
会
（
東
京
双
葉
会
一
行
）
と
エ
レ

キ
バ
ン
ド
の
演
奏
、
四
区
は
新
舞
踊
・
八
木
節
・
お
神
楽
大
会
（
東
京
舞
踏
団
一
行
）
、

五
区
は
エ
レ
キ
バ
ン
ド
・
八
木
節
大
会
、
六
区
は
ゴ
ジ
ラ
、
エ
ジ
ラ
、
モ
ス
ラ
南
海

の

大
決
闘
な
ど
が
催
さ
れ
た
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
七
年
七
月
二
十
三
日
付
）
。

　
昭
和
四

十
三
年
（
一
九
六
八
）
は
、
祇
園
祭
り
が
例
年
に
な
く
盛
大
に
開
催
で
き

る
見
通
し
が
で
き
た
。
五
区
が
当
番
町
で
、
夏
ま
で
に
は
大
型
自
動
車
が
迂
回
で
き

る
道
路
が
整
備
さ
れ
る
の
で
祇
園
祭
り
は
に
ぎ
や
か
に
で
き
そ
う
だ
と
報
告
さ
れ
て

い

る
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
八
年
五
月
二
十
日
付
）
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九

六

九
）
の
当
番
町
は
二
丁
目
で
コ
日
夜
、
神
明
宮
社
務
所
へ
各
町
世
話
役
、
常
務

員
が
招
か
れ
、
当
番
町
か
ら
つ
け
祭
り
を
懇
請
さ
れ
た
」
と
あ
る
（
『
東
毛
タ
イ
ム

ス
』
一
九
六
九
年
六
月
二
十
三
日
付
）
。
こ
の
年
の
当
番
町
は
二
丁
目
で
あ
る
。
余

興

は
二
丁
目
の
八
木
節
大
会
、
四
丁
目
の
エ
レ
キ
バ
ン
ド
と
ゴ
ー
ゴ
ー
大
会
、
五
丁

目
東
家
一
行
の
色
物
な
ど
で
あ
る
。
一
丁
目
を
除
き
、
六
町
の
山
車
が
町
内
を
練
り

歩
く
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
九
年
七
月
二
十
八
日
付
）
。

　
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
は
、
祇
園
の
難
子
を
保
存
す
べ
く
五
丁
目
倶
楽

部
が
「
祇
園
お
は
や
し
保
存
会
」
を
発
会
し
た
。
毎
月
一
回
集
ま
り
稽
古
に
励
み
、

お

難
子
の
保
存
に
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
の
当
番
町
は
六
丁
目
で
あ
っ
た
。

迎
い
番
の
三
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
は
屋
台
や
山
車
が
出
て
太
鼓
の
お
離
子
で
賑
や

か
で

あ
る
。
一
方
、
一
丁
目
と
七
丁
目
は
諸
掛
か
り
の
課
当
金
は
出
す
だ
け
で
祭
り

へ
不
参
加
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
は
、
例
年
に
な
く
賑
や
か
に

行

わ
れ
た
。
当
番
町
は
三
丁
目
で
あ
っ
た
。
予
算
二
二
〇
万
円
。
余
興
は
当
番
町
の

八
木
節
大
会
、
四
丁
目
の
の
ど
自
慢
大
会
、
五
丁
目
の
移
動
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
で
あ

る
。
警
察
の
協
力
で
大
通
り
四
丁
目
大
間
々
駅
入
り
ロ
か
ら
六
丁
目
信
号
交
差
点
ま

で
車
両
通
行
止
め
と
し
歩
行
者
天
国
に
開
放
し
た
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
七
一

年
七
月
二
十
六
日
付
）
。

2
　
祭
り
の
自
粛
と
不
参
加

　
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
は
、
七
丁
目
が
当
番
町
で
あ
っ
た
。
区
長
が
飛
行

機
事
故
で
死
亡
す
る
と
い
う
悲
し
い
事
件
が
あ
り
、
七
丁
目
は
祭
り
へ
の
参
加
を
自

粛
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
右
へ
な
ら
え
で
各
町
も
余
興
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
丁
目
で
は
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
神
明
宮
の
氏
子
総
辞
退
と
い
う
ハ

プ

ニ

ン
グ
が
あ
り
、
二
丁
目
で
天
王
様
は
回
れ
右
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
祭
礼
の

存
続
維
持
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
年
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ

の
時
点
で
は
、
東
通
り
は
一
丁
目
ま
で
開
通
し
て
い
な
い
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一

九

七

二
年
七
月
三
十
一
日
付
）
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
か
ら
天
王
町
を
廃

止

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仮
宮
は
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
天
王
町
に
鎮
座
す
る
の
で
は

な
く
、
町
の
中
央
な
ど
一
定
の
場
所
に
鎮
座
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
祇
園
祭
り
に

お

け
る
天
王
町
当
番
町
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
化
し
た
年
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
七
年
の
区
長
死
亡
に
伴
う
余
興
自
粛
一
件
や
一
丁
目
町
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内
の
神
明
宮
氏
子
総
辞
退
な
ど
、
事
件
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

崇
敬
会
を
組
織
し
会
員
募
集
を
し
た
の
で
あ
る
。
崇
敬
会
が
従
来
の
よ
う
に
行
事
を

行
い
、
付
け
祭
り
は
各
町
内
ご
と
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
賛
助
金
の
集

金
方
法
を
め
ぐ
っ
て
崇
敬
会
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
た
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九

七

三
年
五
月
二
十
一
日
、
七
月
二
十
三
日
付
）
。

　
一
方
、
毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
大
間
々
ま
つ
り
」
は
、
大
間
々
町
と

町
商
工
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
き
た
。
祇
園
祭
り
同
様
に
年
々
寂
れ
て
い
く
一
方
で
、

何
と
か
し
よ
う
と
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
大
間
々
ま
つ
り
は
中
止
に
さ
れ
た
。

祇
園
祭
り
と
一
緒
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
（
『
東
毛
タ
イ
ム

ス
』
一
九
七
三
年
五
月
二
十
一
日
、
七
月
二
十
三
日
、
九
月
二
十
四
日
付
）
。

　

そ
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
に
「
大
間
々
ま
つ
り
」
の
開
催
時

期
を
八
月
一
、
二
、
三
日
の
三
日
間
と
し
、
祇
園
祭
り
と
同
日
に
す
る
こ
と
で
盛
大

な
祭
り
を
も
く
ろ
ん
だ
。
つ
ま
り
八
坂
祭
典
は
崇
敬
会
が
担
当
し
、
大
間
々
ま
つ
り

の
主
催

は
町
当
局
と
し
た
。
祭
典
委
員
会
を
組
織
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で

あ
る
（
『
東
毛
タ
イ
ム
ス
』
一
九
七
四
年
三
月
十
一
日
付
）
。
昭
和
五
十
年
か
ら
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

式

に
大
間
々
ま
つ
り
と
な
っ
た
。

　
か
つ
て

は
祭
典
の
当
番
に
当
た
る
と
、
昭
和
四
十
年
代
で
約
一
五
〇
万
円
の
出
費

で

あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
四
十
八
年
に
崇
敬
会
が
結
成
さ
れ
、
町
内
全
戸
が
祭
り
を

維
持
す
る
の
で
は
な
く
、
各
家
の
自
由
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
信
教
の
自

由
の
観
点
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
番
町
が
廃
止
と
な
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

宗
教
色
の
薄
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
再
生
し
た
大
間
々
ま
つ
り
は
、
東
の
新
道
で
あ
る

通
称
「
東
仲
通
」
が
バ
イ
パ
ス
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
本
町
通
り
を
通
行
禁

止

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

お
わ
り
に

現
在
の
桐
生
ま
つ
り
か
ら
、
か
つ
て
近
隣
に
そ
の
華
美
を
誇
っ
た
桐
生
新
町
の
天

王
祭
礼
を
想
像
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
も
ち
ろ
ん
近
世
期
に
製
作
さ
れ
た
屋
台

や

お
難
子
は
現
在
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
祭
り
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
一
方
、
大
間
々
町
の
天
王
祭
礼
は
桐
生
新
町
と
比
較
す
る
と
古
い
形
が
残
っ

て

い

る
。
戦
時
中
ま
で
は
割
り
出
し
と
呼
ば
れ
、
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
の
祭
典

組
織

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
七
丁
目
が
よ
う
や
く
悲
願
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
の
、
戦
後
の
混
乱
期
と
高
度
経
済
成
長
期
を
過
ぎ
た
こ
ろ
の
信
仰
心
の

消
失
と
経
済
基
盤
の
変
質
に
よ
っ
て
祭
礼
の
維
持
が
困
難
に
な
る
。
そ
の
様
子
は
あ

る
程
度
浮
き
彫
り
に
で
き
た
と
思
う
。
今
後
は
、
近
世
期
の
桐
生
新
町
の
各
町
内
に

遺
さ
れ
た
祭
礼
史
料
を
発
掘
し
て
生
き
生
き
し
た
祭
り
の
様
子
を
描
き
出
す
こ
と
を

課
題

に
し
て
お
き
た
い
。

註（
1
）
　
桐
生
天
王
祭
礼
に
つ
い
て
は
木
本
政
雄
、
粟
田
豊
三
郎
、
加
藤
進
康
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

　
特
に
粟
田
は
聞
き
書
き
も
活
用
し
て
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
。

（
2
）
　
桐
生
祇
園
祭
り
は
、
大
間
々
祭
り
に
先
だ
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
か
ら
七
夕
飾
り
、

　

八
木
節
踊
り
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
「
桐
生
祭
り
」
と
な
っ
た
。
〔
桐

　
生
市
史
別
巻
編
集
員
会
　
一
九
七
一
　
九
九
六
～
一
〇
〇
九
〕

参
考
文
献

粟
田
豊
三
郎
　
一
九
八
〇
「
桐
生
天
王
祭
礼
」
『
桐
生
旧
記
物
語
初
編
楽
郷
華
観
」
私
家
版

大

間
々
町
誌
編
さ
ん
室
　
一
九
九
六
『
大
間
々
町
誌
基
礎
資
料
7
大
泉
院
日
記
」
大
間
々
町
誌
刊

　
行
委
員
会

加
藤
進
康
　
一
九
八
九
「
桐
生
天
王
祭
礼
史
年
表
」
『
桐
生
史
苑
」
二
八
号
、
桐
生
文
化
史
談
会

桐
生
市
史
別
巻
編
集
委
員
会
　
一
九
七
一
「
桐
生
祇
園
」
「
桐
生
市
史
別
巻
」
桐
生
市
役
所

萩
原
康
次
郎
　
一
九
九
二
『
間
々
は
ゆ
り
か
ご
」
講
談
社
出
版
サ
ー
ビ
ス

木
本
政
雄
　
一
九
七
〇
「
祇
園
祭
礼
秘
話
」
「
祇
園
祭
礼
年
代
記
」
「
近
世
桐
生
夜
話
」
桐
生
文
化

　
史
談
会

　
　
　
（
伊
勢
崎
市
役
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇
一
年
三
月
三
一
日
受
理
、
二
〇
〇
一
年
九
月
四
日
審
査
終
了
）
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Tenno－sairei　in

Omama・machi

為直go・cho：from　tlle　Examples　of　Ki巧u・shinmaclli　and

ITABASHI　Haruo

Tenno－sairei　of　Kiryu－shinmachi　is　a允stival　of　tradition，　and　its　local　guardian　deity（市神）has　a

deep　connection　with　fabrics　made　in　Kiryu．　Traditionally，　oオαb勧o（place　for　the　portable　shrine　to

stay）　used　to　be　placed　near　the　’θ〃2〃2αη9％　of　the　オobαηイんo　（the　town　in　charge）．　In　Kiryu－

shinmachi，　people　used　to　pull加力ρand吻αi　around　until　the　Me茸i　30s，　but　stopped　when　the

electric　wires　became　a　hindrance　to　their　procession，　and初漉osM（the　portable　shline）is　no

longer　carried　today　During　the　Meiji　period，∫Mη批（the　sacred　horse）also　appeared　in　the　festi－

val．　HIKOBE　Nobuari　described　in　detail　how　crowded　the　fes6val　was　in　the　early　modem　times　in

his“κ物％ηo　sα∫o加バ（“The　local　way　of　l浪in　Kiryu”），but　today　it　retains　little　trace　of　its　foF

mer且orescence．　Therefore，　we　wnl　see　how　the　festiv品takes　place　with　an　example　of　the　Tenno－

sairei　of　Omama－machi，　a　neighboring　zaigo－cho．　For　the励ゐo∫碗of　Kiryu－shinmachi，　a　person

called“Tenno　Den－emon”took　the　control　of　the励〃os万，　but　for　some　reason，　it　was　transferred　to

another　place．　In　Shotoku　2（1712），acraftsman　of　Edo　made　another吻伽∫碗，　and　the　old励〃osM

of　Kiryu－shinmachi　passed　to　Omama－machi．

　　　For　the　beginning　the　T＞nn（卜sairei　of　Omama－machi，　the　town　invited　a　separate　divinity　of

Yasaka　Shrine　in　Kyoto　as　its　local　deity　and　enshrined　it　in“San－chome　Daisen－in．”As　it　was　a　tem－

porary勿伽sM，　a　new　one　was　made　in　the丘rst　year　of　Manji（1658）．Then　it　was　later　destroyed

in　the　connagradon　of　the　town　and　reproduced　in　Kansei　3（1791）．For　the　fes6val　day，　the　day　on

which　the　town　dedicated　silk　fabrics　to　TOKUGAWA　Ieyasu　came　to　be　admitted　as　a　luck　event

for　victory．　So　the　day　has　been　said　to　be　the　origin　of　the　fes6val．

　　　In　this　paper，　the　author　wrote　do㎜what　he　heard　ab皿t　the　Tenno－sairei　of　Omama－machi，　de

schbing　the　concrete　situa60n　of　the　festival．　For　the　trend　seen　all　over　Japan，　tradi60nal　fbs6vals

decline，　while　they　are　remodeled　as　new　events　on　the　initiative　of　the　local　administration．　The

Tennぴsairei　of　Kiryu　City　and　that　of　Omama－machi　greatly　changed　during　the　period　of　high　eco－

nomic　growth．　This　paper　searched　the　changes　of　the　festival　by　what　I　have　written　down　the　in－

terviews　about　the　Tもnno－sairei　of　Omama－machi　and　by　the　local　paper“The　Tomo　Times．”
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